
購i
’凸、画τ犀「

尅Iで職騨罫灘煙奪」
．
’

ド
邑

－
．

㊤P　⊃71へ＝ O二

A

琴≡．∵

◎

昭和31年9月21日第3種晩酌吻認可

警嘱舛’fバ’「．ぺ．’‘＝　・∵ご〆ピ…　’

1 広報ひゆうが

．
パ
兎
雲
よ
蕪
4
、
．
．
㌔
｛
。
，
．
渥
婁
．
．
ξ
函
、
h
響
謬
」

◇
．

　
れ
　
　
　
ロ
ヅ
ノ
ご
コ
コ

　
○

0

¢
、

垂

握
貿
易
振
興
の
影
の
力
1
1

O

や
わ
ら
か
い
春
の
陽
ざ
し
が
さ
す
と
、
ヒ
タ
イ
の
汗
が

キ
ラ
リ
と
光
る
。

春
で
な
く
て
も
港
で
働
く
「
港
湾
労
働
者
」
に
と
っ
て

は
、
毎
日
が
汗
の
連
続
か
も
知
れ
な
い
。

．
数
ト
ン
も
の
木
材
が
ク
レ
ー
ン
で
高
々
と
つ
り
上
げ

ら
れ
る
と
、
サ
ッ
と
ツ
ル
ハ
シ
が
打
ち
込
ま
れ
、
き
た

え
ら
れ
た
鋼
鉄
の
よ
う
な
腕
が
そ
れ
を
い
と
も
簡
単
に

○

の

人
形
の
よ
う
に
あ
や
つ
る
。

工
業
港
と
商
業
港
の
、
こ
と
し
に
な
．
っ
て
の
貿
易
高
は

三
十
六
億
円
、
こ
れ
は
年
ご
と
に
伸
び
て
き
て
い
る
と

い
う
。

　
日
向
市
が
港
湾
都
市
と
し
て
発
展
す
る
の
に
、
港
で

働
く
こ
う
し
た
人
々
の
影
の
力
が
大
き
な
源
動
力
と
な

っ
て
い
る
。

，

　　　　　　　　　　　今月の主な内容
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響
．

夢

市長

施政方針を語る

●

い
り
ま
す
の
で
、
台
所
の
方
も
相
当
に

ふ
く
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
度
の
当
初
予
算
は
十

四
億
円
で
四
十
「
年
度
の
七
億
五
千
万

円
に
比
較
す
る
と
五
年
間
で
約
二
倍
の

伸
び
で
す
。

　
こ
と
し
第
【
回
の
定
例
市
議
会
は
、

「
三
月
六
日
か
ら
十
五
日
間
に
わ
た
っ
て

開
か
れ
、
予
算
の
ほ
か
三
十
【
の
議
案

を
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
が
、
開
会
へ

き
頭
、
児
玉
市
長
は
、
市
政
の
当
面
目

標
を
掲
げ
、
市
政
運
営
に
対
す
る
所
信

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
．

ま
た
四
十
五
年
度
の
予
算
も
、
引
き
続

の
発
展
に
全
力
を
傾
け
た
い
と
、
大
要

次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。

　
わ
た
く
し
は
、
市
長
就
任
以
来
「
明

る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
．
を
モ
ッ
ト
、

i
に
市
政
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
じ
た

　
新
産
業
都
市
の
指
定
を
受
け
て
か
ら

六
年
。
幾
多
苦
難
の
道
で
あ
り
ま
し
た

が
．
さ
い
わ
い
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
で
、
臨
海
工
業
地
帯
の
工
業
立
地

の
方
向
も
き
ま
り
」
企
業
の
進
出
も
相

次
ぎ
、
そ
れ
と
併
行
し
て
都
市
基
盤
の

整
備
も
着
々
と
進
め
、
．
将
来
い
き
い
き

と
し
た
発
展
の
足
が
か
り
が
で
き
つ
つ

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
問
題
は
、
や
は
り
こ
れ
か
ら

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
残
さ
れ
た
四
区
を
果
し
て
ど

の
よ
う
に
活
用
で
き
る
か
。
立
地
工
業

に
関
連
し
て
発
展
す
べ
き
中
小
企
業
地

場
産
業
の
問
題
。
農
山
漁
村
の
所
得
水

準
の
問
題
。
さ
ら
に
は
カ
ー
フ
ェ
リ
ー

の
就
航
に
と
も
な
っ
て
、
九
州
の
経
済

観
光
の
海
の
玄
関
と
し
て
の
近
代
的
な

都
市
形
態
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
つ
だ
こ
と
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
難
題

は
山
積
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
わ
た
し
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
市
の
総
合
計
画
の
趣
旨
を
道
し
る

べ
と
し
な
が
ら
》
こ
う
し
た
問
題
に
勇

気
を
も
っ
て
積
極
的
に
取
組
み
、
日
向

市
の
特
性
を
十
分
に
生
か
す
こ
と
に
よ

っ
て
真
に
住
民
生
活
の
水
準
を
高
め
、

こ
れ
を
長
期
安
定
の
方
向
へ
と
最
善
の

努
力
を
な
す
べ
き
は
当
然
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。

　
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
も
、
思
い

切
っ
た
積
極
性
の
保
持
と
財
源
の
効
率

的
な
活
用
を
か
ん
が
え
な
が
ら
、
市
政

当
面
の
目
標
を
、
や
は
り
〃
入
づ
く

り
〃
〃
町
づ
く
り
〃
〃
経
済
基
盤
の
整

．
5
「
F
・
、
　
，
“
、
ぐ
3
『
」
、

備
”
を
い
わ
ば
「
ゴ
ト
ク
」
の
三
本
の

柱
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
．
ま
ず
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
中
小

学
校
の
改
善
、
社
会
教
育
の
充
実
、
と
．

く
に
、
勤
労
青
少
年
の
健
全
育
成
ど
い

う
こ
と
を
重
視
し
、
ま
た
．
町
つ
ぐ
り
は

道
路
、
住
宅
、
上
下
水
路
な
ど
都
市
基

盤
の
整
備
を
す
す
め
、
経
済
基
盤
と
し

て
は
美
々
津
国
営
開
発
事
業
の
推
進
、
．

観
光
施
設
の
整
備
、
水
産
振
興
、
．
【
般

中
小
企
業
の
発
展
を
念
頭
に
お
き
ま
し

た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
都
市
は
生
産
の
場
で
あ

る
と
同
時
に
生
活
の
場
で
も
あ
り
ま
す

か
ら
、
そ
の
間
の
調
和
を
は
か
ら
な
け

れ
ば
本
当
の
理
想
の
都
市
と
は
い
え
ま

せ
ん
。

あ
く
ま
で
人
間
を
尊
重
し
、
人
間
の
生

活
を
大
切
に
す
る
と
い
う
基
本
的
な
か

．
ん
が
え
方
に
徹
し
た
姿
勢
を
も
っ
て
、

こ
ん
ご
の
行
財
政
運
営
に
は
あ
く
ま
で

前
向
き
に
と
与
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
．

あ
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
仕
事
の
内
容
は
次
頁
で
述

べ
ま
す
が
、
こ
ん
ご
と
も
よ
ろ
し
く
ご

指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
日
向
市
長
　
児
玉
袈
裟
雄

、

O

・
’
一
』

働

㌧団

_

’

ア

艦
モ
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市
議
会
で
き
ま
り
ま
し
た
、
へ

“
7

税
率
も
二
〇
％
引
き
下
げ

　
昭
和
四
十
五
年
度
の
予
算
な
ど
を
き
め
る
、
こ
と
し
第
「
回

の
定
例
市
此
面
は
三
月
六
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
十
五
日
間
に

わ
た
っ
て
開
か
れ
、
三
十
二
の
全
畿
案
が
原
案
ど
う
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　
就
職
支
度
金
に
三
万
円

「
日
向
市
失
業
対
策
事
業
紹
介
対
象
者

就
職
支
度
金
支
給
条
例
」
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
は
、
現
在
、
失
業
対
策
事

業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
が
、
新

た
に
就
職
衷
た
は
自
営
業
を
・
は
ぜ
め
よ

う
と
さ
れ
る
と
き
、
就
職
支
度
金
を
支

給
す
る
こ
と
で
、
そ
の
就
職
、
自
営
自

活
を
た
す
け
、
　
【
日
も
早
く
安
定
し
た

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
と
設
け
ら
れ
た

制
度
で
す
。

　
就
職
支
度
金
の
額
は
「
人
三
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
水
道
の
新
増
設
に
負
担
金

日
向
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
「
部
が

改
正
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
水
道
を
新
設
さ

れ
る
方
、
増
設
工
事
を
さ
れ
る
方
か
ら

メ
ー
タ
ー
の
口
径
別
ご
と
に
負
担
金
を

徴
収
ず
る
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
噛
こ
の
制
度
が
設
け
ら
れ
た
理
由
と
し

て
①
事
業
費
約
四
億
四
干
万
円
を
か
げ

権
現
原
に
新
浄
水
場
を
建
設
、
給
水
人

、
口
の
増
加
．
に
伴
う
水
不
足
は
【
応
解
消

し
た
も
の
の
、
借
り
入
れ
金
の
返
済
な

ど
、
ま
だ
こ
ん
こ
の
事
業
の
運
営
に
、

か
な
り
閥
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
ま
た
簡
易
水
道
に
つ
い
て
も
、
支
出

の
伸
び
が
約
五
〇
響
に
対
し
て
収
入
は

二
〇
警
と
、
こ
ん
ご
赤
字
が
予
想
ざ
れ

．
．
決
ま
っ
た
一
般
会
計
の
予
算
、
総
額
十
四
億
七
百
六
十
万
円

　
の
「
中
身
」
は
次
頁
で
ご
説
明
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で

は
、
そ
の
ほ
か
の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
よ
う
。

る
こ
と
。
③
市
の
上
水
道
は
公
営
企
業

会
計
で
、
事
業
の
運
営
は
す
べ
て
水
道

料
金
で
ま
か
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
た
て
ま
え
で
す
が
、
公
共
料
金
の

引
き
あ
げ
抑
制
な
ど
か
ら
、
水
道
科
金

の
値
上
げ
は
当
分
考
え
ら
れ
な
い
こ
と

な
ど
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
メ
ー
タ
ー
【
個
に
つ
い
て
、
口

径
別
に
徴
収
す
る
負
担
金
は
次
の
と
お

り
で
す
。

十
三
ミ
リ

十
六
ミ
リ

二
十
ミ
リ

ニ
十
五
ミ
リ

三
十
ミ
リ

．
四
十
ミ
リ
．

五
十
ミ
リ

七
十
五
ミ
リ

百
ミ
リ

五
千
円

八
千
四
百
円

二
万
四
千
円

二
万
五
千
円

四
万
円

七
万
七
千
円

十
四
万
五
千
円

四
十
万
円

八
十
二
万
円

．
税
負
担
の
軽
減

日
向
市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
税
負
担

を
軽
る
く
す
る
こ
と
に
な
．
り
ま
し
た
。

　
引
き
下
げ
率
は
、
こ
れ
ま
で
の
税
率

の
約
二
〇
督
で
次
の
表
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

な
お
、
こ
の
新
税
率
は
四
十
五
年
度
分

か
ら
適
用
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
う
市
民
税

の
減
収
暫
は
約
一
、
五
七
〇
万
円
に
な

る
見
込
み
で
す
。

新税率
100分の2、0

税　率
OD分の2、4

円
胴
円
円
円
円
円
円
円

㎜
　
下
欄
㎜
㎜

　
　
　
《

六
つ
の
特
別
会
計
の
予
算
は
総
額
三
億

五
溶
八
五
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
、

※
公
讐
住
｛
モ
事
一
口
轄
一
別
▲
π
計
”
六
六
「
．

　
四
万
円
。

主
な
も
の
は
、
事
業
費
約
五
七
〇
〇
万

円
で
第
剛
種
住
宅
二
〇
戸
、
第
二
種
住

宅
二
〇
戸
、
計
四
〇
戸
を
櫛
の
山
に
建

設
す
る
計
画
。

※
東
部
第
二
土
地
区
i
整
理
事
彙
特
別

　
会
計
皿
八
二
五
万
円
。

主
な
も
の
は
借
り
入
れ
金
の
返
済
三
八

二
万
円
と
、
家
屋
移
転
に
伴
う
水
道
管

移
設
費
二
、
O
O
万
円
な
ど
『

※
土
地
開
発
事
業
特
別
会
計
”
九
四
五

　
万
円
。

主
な
も
の
は
、
大
王
谷
の
測
量
設
計
委

託
料
三
五
〇
万
円
な
ど
。

※
と
畜
場
事
業
特
別
会
計
睡
五
一
万
円

※
国
民
健
康
傑
険
事
業
特
別
会
計
睡
二

　
億
三
五
九
三
万
円
魂

主
な
も
の
は
療
養
給
付
費
二
億
一
五
六

五
万
円
。

・
※
農
業
共
済
事
藁
特
励
会
計
1
1
三
六
蓋
響

　
四
万
円
。

主
な
も
の
は
水
稲
、
麦
な
ど
の
共
済
金

二
、
〇
五
六
万
円
。

　
こ
の
ほ
か
、
日
向
市
水
道
事
業
会
計

の
内
、
上
水
道
事
業
に
は
、
七
九
二
二

万
円
を
計
上
。
主
な
も
の
は
江
良
、
権

現
原
の
浄
水
場
な
ど
運
営
費
と
、
こ
れ

ま
で
施
設
整
備
に
あ
て
た
借
入
金
の
返

済
二
、
七
五
七
万
円
。
企
業
債
に
よ
っ

て
行
な
う
第
四
次
拡
張
男
山
億
五
四
哨

七
万
円
も
計
上
．
。

　
職
員
数
は
四
三
三
名
に

新
産
業
都
市
と
し
て
、
町
の
形
態
を
整

え
る
た
め
の
都
市
基
盤
整
備
事
業
、
ま

た
総
合
総
濠
に
よ
る
パ
イ
ロ
。
ッ
ト
事
業

な
ど
、
自
治
体
へ
の
行
政
需
要
は
年
ご

と
に
複
雑
に
な
っ
て
巷
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
応
え
る
た
め
、
市
職
員
の
定

数
条
例
を
【
部
改
正
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
職
員
数
四
【
八
名
を
四
三
三
名
と
し

ま
し
た
。

特
別
会
計
は

　
　
　
三
億
五
千
六
百
万
円

公
営
住
宅
事
業
特
別
会
計
、
東
部
第
二

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
な
ど
、

一

脚

保
障
を

八
十

本
化

日
間
の
自
宅
療
養
も

四
月
「
日
か
ら
「
市
民
交
通
災
害
共
済

制
度
」
が
・
噌
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
い
う
の
は
、
こ
の
制
度
が
で
き
た

昭
和
四
十
二
年
と
比
べ
て
、
現
在
で
は
、

　
〃
百
人
に
【
人
〃
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

あ
ま
り
に
も
交
通
事
故
の
三
牲
者
が
多

く
な
り
、
当
時
の
内
容
そ
の
ま
ま
で
は

実
情
に
あ
わ
な
い
点
が
で
て
き
た
か
ら

で
す
。

　
改
正
さ
れ
た
点
は
次
の
と
お
り
で
す

が
、
不
慮
の
事
故
に
備
え
て
、
こ
の
際

さ
ら
に
多
く
の
方
が
加
入
さ
れ
る
よ
う

お
す
す
め
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は

①
年
間
三
五
〇
円
の
掛
金
で
最
高
五
〇

　
万
円
の
保
障
（
た
だ
し
後
遺
症
～
障

　
害
は
み
な
い
）

「
③
六
五
〇
円
の
場
合
は
最
高
五
〇
万
円

　
の
保
障
（
た
だ
し
不
具
疲
疾
者
に
【

　
万
五
千
円
か
⑤
五
〇
万
円
の
保
障
）

、

匿

讐

③
掛
金
＝
二
〇
〇
円
の
場
合
は
最
高
「

　
○
○
万
円
の
保
障
（
不
具
病
疾
者
に

　
三
万
円
か
ら
一
〇
〇
万
円
の
保
障
）

　
の
三
通
り
で
し
た
。

四
月
一
日
か
ら
の
改
正
で
は
こ
れ
が
「

本
化
さ
れ
、
次
の
と
お
り
に
な
り
自
宅

療
養
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

①
掛
金
は
年
六
五
〇
円
で
最
高
五
〇
万

　
円
の
保
障
（
死
亡
の
場
合
五
〇
万
円

　
療
養
は
【
電
脳
〇
〇
で
「
八
○
日
分

　
ま
で
、
自
宅
療
養
は
八
「
日
で
二
万

　
四
〇
〇
〇
円
ま
で
、
不
具
門
門
者
に

　
は
二
万
円
か
ら
五
〇
万
円
の
保
障
）

　
と
な
り
ま
し
た
。

手
続
は
簡
単
で
す
。
ま
だ
加
入
さ
れ
て

い
な
い
人
は
、
市
民
課
市
民
共
済
窓
口

へ
お
申
し
重
く
だ
さ
い
。
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記
　
．

　
識

760万円のなかみ轟1
「

7
〃
”

9

」

　
こ
れ
か
ら
の
日
向
市
を
、
よ
り
豊
か
に
住
み
よ
く
す
る
た
め
の
「
紹
和
四
十

五
年
度
の
当
初
予
算
」
が
十
四
億
七
六
〇
万
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
行
く
の
か
、
予
算
書
の
中
か
ら
主
な
も
の
を

ご
紹
介
し
ま
し
よ
う
。

福
祉
の
た
め
に
霧
…
…
・
・

お
と
し
よ
り
の
福
祉
☆
老
人
ホ
レ
ム

「
ひ
ま
わ
り
寮
」
に
入
所
し
て
い
る
人

の
た
め
の
費
用
　
【
、
七
八
○
万
円
、

老
人
検
診
や
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
金

五
四
万
円
な
ど
。

ま
た
老
人
家
庭
や
寝
た
き
り
老
人
の
お

世
話
を
す
る
「
老
人
家
庭
奉
仕
員
」
の

た
め
の
費
用
　
七
十
【
万
円
も
組
ま
れ

て
い
ま
す
。
．

身
体
障
害
者
の
幸
わ
せ
に
☆
身
体
障
害

者
や
精
神
薄
弱
者
の
更
生
費
用
や
扶
助

費
　
三
［
五
万
円
。
．
ま
た
こ
う
し
た
身

体
の
不
自
由
な
人
の
相
談
員
。
重
度
心

（
民
生
費
）

身
障
害
児
奉
仕
員
へ
の
補
助
　
二
九
万

円
な
ど
。

保
育
所
の
施
設
☆
保
育
児
の
机
や
イ
ス

な
ど
備
品
購
入
と
、
給
食
材
料
の
購
入

費
用
　
二
三
八
万
円
な
ど
で
、
運
営
費
■

用
は
総
額
一
五
〇
八
万
円
が
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

恵
ま
れ
な
い
人
の
た
め
に
☆
日
向
市
に

は
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
保
護
家
庭

が
約
五
〇
〇
世
帯
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
家
庭
の
自
立
更
生
と
、
生
活
、
住
宅

教
育
、
医
療
、
出
産
、
葬
祭
扶
助
費
が

、
二
億
五
五
九
万
円
組
ま
れ
ま
し
た
。

　出

金額
　　　28．282

　　183，915

　　305．808

　　　78．976

　　　40，694

　　　99．766

　　　31，967

　　239，487

　　　52　165

　　230．291

　　　　　　　　3

　　　99．111

　　　16，138

　　　　1．000

1．407，603

（単位：千円）

市
役
所
な
ど
の
費
用
灘
…
…
…
…

市
職
員
の
人
件
費
　
一
億
【
、
八
一
六

万
円
の
ほ
か
、
広
報
活
動
費
、
財
産
管

．
理
費
、
企
画
費
、
防
犯
や
交
通
安
全
対

策
費
、
選
挙
費
、
各
種
統
計
費
な
ど
。

新
し
い
も
の
で
は
、
市
民
の
健
康
と
生

活
環
境
を
守
る
た
め
の
公
害
対
策
費

四
四
万
円
、
こ
と
し
の
十
月
に
行
な
わ

れ
る
国
勢
調
査
の
費
用
　
「
五
「
万
円

事
務
の
合
理
化
を
は
か
る
と
同
時
に
、

二
目
費
費
町
費
費
産
費
部
費
費
旧
費
金
費
計

　　

@会

ｱ
生
生
銀
雪
木
防
育
讐
拙
備

　
科
下
総
民
衛
労
農
商
土
消
教
災
公
諸
百
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
ヨ
づ
コ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
　
、
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓

　
　
　
　
　
盛

（
総
務
費
）

　
固
定
資
産
の
評
価
を
よ
り
正
確
に
す
る

　
だ
め
、
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー
へ
の
事
務

　
委
託
費
　
三
二
二
万
円
な
ど
が
あ
げ
ら

　
れ
ま
す
。

議
会
の
費
用
叢
（
議
会
費
）

市
議
会
議
員
の
報
酬
や
市
議
会
事
務
局
．

員
の
給
料
な
ど
、
二
、
八
二
八
万
円

生
活
環
境
を
よ
く
し

　
　
　
健
康
を
守
る
た
め
に
霧
・
・

、

市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
☆
み
ん
な
の

健
康
を
守
る
た
め
の
費
用
と
し
て
、
小

児
マ
ヒ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
日
本
脳

炎
、
種
痘
、
結
核
な
ど
各
種
予
防
荷
馬

の
医
療
材
料
購
入
費
　
六
【
四
万
円
、

伝
染
病
患
者
が
発
生
し
た
場
合
の
患
者

治
療
費
　
六
「
万
円
な
ど
。

清
掃
と
環
境
衛
生
に
力
こ
ぶ
☆
四
五
年

度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
衛
生
課
内
に
あ
っ

た
清
掃
係
を
独
立
さ
せ
清
掃
事
務
所
と

し
、
清
掃
事
業
を
よ
り
効
率
的
に
行
な

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
事
務

所
建
設
費
　
四
五
〇
万
円
が
組
ま
れ
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
ご
み
収
集
車
の
購
入

（
衡
生
費
）

跡

，

．吃

・
．
噌

厄
’
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費
　
　
【
【
○
万
円
。
し
尿
の
海
洋
投
棄

委
託
料
　
四
一
〇
万
円
、
さ
⑤
に
唄
日

十
【
ト
ン
の
ご
み
焼
却
能
力
を
も
つ
焼

却
場
を
新
し
く
も
う
「
基
づ
く
る
た
め

の
費
用
　
九
七
〇
万
円
、
細
島
の
高
々

谷
、
官
の
上
地
域
は
高
台
に
あ
る
た
め

し
尿
（
ご
み
）
収
集
車
が
乗
り
入
れ
で

き
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
＝
二
〇
万
円
で
道

路
を
建
設
し
て
、
こ
の
地
域
の
収
集
を

容
易
に
し
ま
す
。

簡
易
水
道
も
☆
ま
た
幸
脇
地
区
に
「
安

心
し
て
飲
め
る
」
簡
易
水
道
の
建
設
費

七
〇
四
万
円
も
組
ま
れ
ま
し
た
。

魚
礁
や
築
磯
工
事
を
「
六
二
万
円
で
進
め
ま
す
。
ほ
か
に
漁
業
振
興
対
策
補
助
金
、

漁
協
運
営
補
助
金
二
六
六
万
円
な
ど
。

商
工
と
観
光
に
☆
中
小
企
業
の
育
成
振
興
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
事
業
資

金
の
貸
し
付
け
ワ
ク
が
、
大
き
く
広
げ
ら
れ
、
今
年
度
は
「
、
五
〇
〇
万
円
を
銀
行

に
預
託
、
事
業
資
金
や
運
転
資
金
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
観
光
費
は
昨
年
度
の
約
四
倍
の
四
六
七
万
円
を
計
上
。
美
々
津
立
唐
事
社
前
に
公

園
、
米
の
山
、
櫛
の
山
な
ど
に
公
衆
便
所
の
建
設
、
観
光
道
路
の
整
備
費
三
〇
〇
万

円
も
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

教
育
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛
．
．

　
文
化
の
両
上
に

（
教
育
費
）

勤
労
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
や
運
動
公
園
も

　
人
づ
く
り
の
た
め
の
教
育
施
設
の
整

備
に
は
こ
と
し
も
力
を
入
れ
、
教
育
予

算
は
総
額
二
億
三
〇
〇
〇
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

校
舎
の
増
改
築
☆
平
岩
小
学
校
の
普
通

教
室
五
、
音
楽
教
室
一
を
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
建
て
に
改
築
。
日
知
屋
小
学
校

生
徒
増
に
伴
う
四
教
室
の
増
築
ゆ
財
光

寺
小
学
校
屋
内
運
動
場
建
設
費
な
ど
五

六
〇
〇
万
円
。
　
．

ほ
か
に
校
舎
の
維
持
補
修
費
な
ど
に
小

中
学
校
合
わ
せ
て
八
〇
九
万
円
計
上
。

教
材
や
設
備
を
整
え
る
☆
授
業
に
使
う

理
科
実
験
器
具
や
図
書
購
入
費
、
・
特
殊

学
級
設
備
充
実
費
な
ど
教
材
を
購
入
す

る
た
め
の
費
用
は
小
学
校
＝
二
万
円

中
学
校
一
六
六
万
円
を
組
み
ま
し
た
。

ス
チ
ー
ル
製
の
机
と
イ
ス
に
☆
生
徒
の

体
位
が
向
上
し
、
回
し
の
机
や
イ
ス
で

は
体
に
合
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

・
で
、
昨
年
か
ら
【
人
一
人
の
体
位
に
合

っ
た
ス
チ
ー
ル
製
の
机
と
イ
ス
に
買
い

替
え
て
い
ま
す
が
、
四
五
年
度
も
そ
の

た
め
の
費
用
を
小
、
中
学
校
合
わ
せ
て

六
七
五
万
円
計
上
し
ま
し
た
。

社
会
教
育
☆
人
件
費
を
含
め
て
総
額
三

五
七
八
万
円
。

主
な
も
の
は
、
視
聴
覚
教
育
、
青
年
団

婦
人
団
体
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
子
供

育、

ｬ
協
議
会
、
青
年
学
級
な
ど
へ
の
補

助
金
【
一
「
万
円
、
公
民
館
費
「
三
六

万
円
、
図
書
館
費
六
九
万
円
な
ど
。

新
し
い
も
の
で
は
、
勤
労
青
少
年
の
体

育
施
設
を
市
庁
舎
横
に
建
設
す
る
た
め

の
費
用
二
〇
五
〇
万
円
も
組
ま
れ
て
い

ま
す
。

体
力
向
上
に
☆
保
健
体
育
費
は
総
額
【

六
三
六
万
円
で
、
各
種
の
体
育
行
事
を

通
じ
て
市
民
の
体
力
向
上
を
図
る
ほ
か

財
光
寺
種
無
川
に
三
〇
〇
万
円
で
運
動

公
園
も
つ
く
る
考
え
で
す
。

　
財
産
の
ま
も
り
．
笏
…
…
．
…

　
消
防
費
は
昨
年
度
よ
り
五
〇
三
万
円

多
い
五
、
一
二
六
万
円
を
計
上
。
四
〇

立
方
耕
の
防
火
水
槽
を
六
ヵ
所
に
三
四

（
消
防
費
）

道
路
・
下
水
・
町
づ
く
り
雛
－

　
道
路
と
橋
と
交
通
安
全
施
設
を
つ
く

る
た
め
の
予
算
は
総
額
二
、
八
二
五
万

円
を
計
上
。
座
高
道
路
改
良
工
專
費
が
・

三
〇
〇
万
円
、
市
道
に
か
け
て
あ
る
橋

の
補
修
費
　
「
二
〇
万
円
、
防
護
柵
や

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど

交
通
安
全
施
設
費
に
三
〇
六
万
円
、
御

鉾
ケ
浦
か
ら
燈
台
に
通
ず
る
道
路
の
二

〇
〇
〇
摺
の
建
設
費
　
三
〇
〇
万
円
な

ど
。住

み
よ
い
町
づ
く
り
に
☆
町
づ
く
り
の

た
め
の
都
市
計
画
費
は
、
総
額
【
億

九
、
六
七
六
万
円
が
組
ま
れ
、
草
場
大

曲
通
線
を
延
長
二
〇
〇
耕
、
巾
【
六
曜

に
拡
巾
改
良
す
る
た
め
の
費
用
　
二
、

四
〇
〇
万
円
、
同
路
線
四
五
〇
儲
を
舗

当初予算の伸び

14億700万円45

10億3，700万円一44

9億7，100万円43

8億2，600万円
42

一
41年度7億5，300万円
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，

、

春
の
交
通
安
全
運
動
は
、
四
月
六
日
か
ら
始
ま
り
い

ま
実
施
中
で
す
。
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
こ
の
運
動
も
「
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
／
」
と
い

う
み
ん
な
の
熱
意
と
あ
い
ま
っ
て
、
回
を
重
ね
る
ご

と
盛
大
に
な
り
市
民
総
ぐ
る
み
の
運
動
に
発
展
し
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
事
故
は
一
向
に
減
少
の
気
配
を
み
せ
ま

せ
ん
。
す
で
に
こ
と
し
に
な
っ
て
日
向
署
管
内
で
百

十
七
件
の
交
通
事
故
が
あ
り
、
ま
す
ま
す
増
え
る
ば

か
り
で
す
。

　
も
は
や
こ
う
し
た
運
動
で
は
、
交
通
事
故
を
な
く
．

す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
…
。
お
互
い
「

交
通
事
故
」
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
も
っ
と
真
剣

に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
の
家
族
の
中
に
、
そ
し
て
知
り
合
い
の
中

に
交
通
事
故
の
被
害
者
が
、
と
ぎ
は
加
害
者
が
必
ず

い
る
…
。
こ
う
考
え
る
こ
と
が
す
こ
し
も
不
自
然
で

な
い
ほ
ど
私
た
ち
の
身
近
か
で
は
絶
え
主
な
く
交
通

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
家
を
一
歩
で
れ
ば
輪
禍
に
恐
れ
お
の
の
か
な
け
れ

守
ら
墾
い
る
か

ば
な
ら
な
い
の
が
現
実
な
の
で
す
。

　
便
利
で
あ
る
は
ず
の
自
動
車
は
、
い
ま
で
は
走
る

凶
器
と
さ
え
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
交
通
事
故

の
ほ
と
ん
ど
は
子
供
や
老
人
な
ど
の
無
防
備
者
で

す
。　

と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
な
い
交
通
事
故
、
道
路
狭

し
と
ば
か
り
、
わ
が
も
の
顔
に
走
る
自
動
車
。
　
「
道

路
と
は
人
が
歩
ぐ
た
め
の
も
の
」
と
い
っ
た
概
念
ば

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
人
と
車
」
と
い
う
ま
っ
た
く
性
質
を
異
に
す
る

、
．

塾

二
つ
の
も
の
が
共
存
す
る
限
り
、
当
然
そ
こ
に
は
、

お
の
お
の
の
ル
ー
ル
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
す
。

　
し
か
し
、
あ
と
を
た
た
な
い
交
通
事
故
、
そ
し
て
．
．

違
反
…
。
は
た
し
て
交
通
ル
ー
ル
は
守
ら
れ
て
い
る

の
で
し
タ
う
か
。

　
先
日
、
広
報
係
員
が
交
通
指
導
員
と
一
緒
に
街
頭

に
立
ち
、
主
な
事
項
に
つ
い
て
調
べ
た
結
果
を
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。
・

、

U．

^

≡
≡
≡
＝
ニ
≡
≡
一
・
≡
…
＝
ニ
≡
≡
≡
一
≡
≡
≡
≡
交
通
ル
ー
ル

軒・
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ず
顎
－
層
L
ρ

ぢ
サ解許

攣
．

雛
信
号
無
視

調
査
し
た
と
こ
ろ
1
1
日
向
電
報
電
話
局

　
前
交
叉
点

調
査
自
動
車
数
　
一
〇
〇
台

　
☆
信
号
無
視
と
思
わ
れ
る
も
の
七
台

戸
☆
法
規
を
守
っ
た
も
の
　
九
三
台

ド頷ﾀ
し
㍗

ら
．
煮蕗

酌
ノ
鴨
～
後

▼
気
づ
い
た
こ
と

・
信
号
が
黄
色
に
な
る
と
、
次
に
赤
色
に

変
わ
ら
な
い
内
に
と
猛
ス
ピ
ー
ド
で
突

込
む
自
動
車
が
数
台
、
前
車
が
黄
色
の

注
意
信
号
で
ス
ト
ッ
プ
し
た
ら
ど
う
な

る
…
。
た
ち
ま
ち
追
突
の
惨
事
は
ま
ぬ
．

が
れ
な
い
。
こ
れ
で
は
事
故
は
あ
と
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

．諏・

霧
踏
切
一
旦
停
車

調
査
し
た
と
こ
ろ
闘
赤
岩
踏
切

調
査
自
動
車
数
　
五
〇
台

　
☆
剛
旦
停
車
し
な
い
も
の
，
二
台

　
☆
停
車
し
た
も
の
　
四
八
台

羅縫壽
・ご灘・

▼
気
づ
い
た
こ
と

見
通
し
の
よ
い
所
な
の
に
事
故
の
多
い

踏
切
で
す
。
運
転
者
の
緊
張
が
ゆ
る
む

の
で
し
ょ
う
。

　
義
務
的
に
ち
ょ
っ
と
ブ
レ
ー
キ
に
足

を
か
け
て
、
そ
の
ま
ま
通
過
す
る
の
が

数
台
。
カ
ー
ス
テ
レ
オ
を
か
け
て
い
て

警
報
器
の
鳴
る
音
が
き
こ
え
な
か
っ
た

ら
ど
う
な
り
ま
す
。
左
右
を
確
認
し
な

け
れ
ば
事
故
は
必
然
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

繊
歩
行
者
の
保
護

謂
査
し
た
と
こ
ろ
1
1
富
高
薬
局
前
。

．
調
査
自
動
車
数
　
五
〇
台

　
☆
違
反
車
五
台

　
☆
正
し
い
自
動
車
　
四
五
台

▼
気
づ
い
た
こ
と

歩
行
者
が
横
断
歩
道
を
渡
ろ
う
と
し
て

い
る
の
に
、
ス
ー
イ
ス
ー
イ
と
通
過
す

る
の
が
何
回
か
…
。
歩
行
者
が
自
動
車

の
直
前
に
き
て
や
っ
と
ス
ト
ッ
プ
。
そ

れ
も
渋
い
顔
。
こ
れ
で
は
気
の
弱
い
老

人
や
子
供
は
、
い
く
ら
横
断
歩
道
で
も

渡
れ
な
い
。
、
も
っ
と
注
意
を
。

●

　
　
、
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

二
｝
『
4
㌧
、
’
；
ま
『
～
」
．
h
〒
等
」
∵
」

霧
横
断
歩
道
を
渡
ら
な
い

調
査
し
た
と
こ
ろ
H
日
向
郵
便
局
前

調
査
し
た
人
　
八
○
人

　
☆
歩
道
を
渡
っ
た
人
　
七
【
人

　
☆
渡
ら
な
か
っ
た
人
　
九
人

▼
気
づ
い
た
こ
と

　
横
断
歩
道
が
そ
こ
に
あ
る
の
に
、
わ

ざ
わ
ぎ
避
け
て
渡
る
、
か
わ
っ
た
性
格

の
持
ち
主
も
何
人
か
お
目
に
か
か
り
ま

し
た
。

運
転
者
ば
か
り
を
せ
め
て
も
な
り
ま
せ

ん
。
歩
行
者
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
も
目
立

ち
ま
す
。
歩
行
者
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ミ

ス
が
大
き
な
惨
事
を
起
こ
す
こ
と
も
お

忘
れ
な
く
。

　
　
　
ぐ

．
＼
　
　
　
’

こ
．
，
・
ξ
熟
も
．
・
㌔
喜
画
　
ヨ
』
・
ご
二
．
ミ
［
き

霧
車
間
距
離

▲
7
響

調
査
し
た
と
こ
ろ
1
1
塩
見
大
橋
北
詰

調
査
し
た
自
動
車
数
　
【
○
○
台

　
☆
車
間
距
離
の
な
い
車
　
二
四
台

　
☆
正
し
い
自
動
車
　
七
六
台
，

▽
気
づ
い
た
こ
と

腰
震
暴
怒
襟
筋
噸
群
．

し
な
く
て
も
…
。
最
近
と
み
に
追
突
事

故
が
増
え
て
い
ま
す
。
前
車
が
急
プ
レ

ー
ギ
を
か
け
て
も
大
丈
夫
の
よ
う
に
、

ス
ピ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
、
も
っ
と
も
う

と
離
れ
て
運
転
し
て
く
だ
さ
い
。
■

宇遡

欝
、．

f

・
国
道
に
昇
格
－

・
…
・
…
人
吉
～
日
向
線
・

　
　
　
　
　
地
元
関
係
市
町
村

　
　
　
　
が
「
体
と
な
っ
て
陳

　
　
　
　
情
を
続
け
て
い
た
、

　
　
　
　
人
吉
～
日
向
線
の
国

酬
鎚
道
昇
格
が
正
式
に
決

　
　
日
　
ま
り
、
さ
る
三
十
一

　
　
勿
　
日
、
日
知
屋
小
学
校

　醐

乱
ｮ

備
つ
罎
鞭
臆

　
　
　
」
日
向
市
か
ら
椎
葉
村

　
　
　
　
ま
で
の
延
長
七
〇
・

罫．

@
　
「
キ
ロ
で
、
こ
ん
ご

　
　
　
　
産
業
．
文
化
な
ど
地

’胃．

C

ぜザ耀
鼎‘㍗．へ

罫
、
，

ヒ
　
　
・

騨・・至撃響・．騨騨疑

．　　7　・広綴びゆうが

燃えるタンカー

、見ことな消火訓練

．
油
を
積
ん
だ
タ
ン

カ
ー
が
火
災
に
な
っ

た
ら
…
。
細
島
港
は

最
近
と
く
に
大
型
船

の
出
入
り
が
多
く
な

り
ま
し
た
が
、
こ
う

し
た
非
常
の
場
合
を

考
え
、
さ
る
十
三
日

に
海
上
で
の
船
舶
防

火
訓
練
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

域
の
開
発
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

願．

@
」

　
市
内
で
は
じ
め
て
の
横

断
歩
道
橋
が
、
さ
る
二
十

日
平
岩
地
区
に
完
成
し
ま

し
た
。
同
地
区
は
国
道
十

号
線
を
は
さ
ん
で
、
小
中

学
校
と
部
落
が
両
側
に
別

　
こ
の
日
は
、
海
上
保
安

署
の
「
く
に
み
」
や
救
助

艇
も
参
加
し
、
陸
と
海
か

ら
見
ご
と
な
訓
練
ぶ
り
を

み
せ
ま
し
た
。

す
す
む
農
道
舗
装
・

「
，
，
延
長
二
千
七
百
メ
ー
ト
ル
．
・

・

い
ま
春
の
交
通
安
全
運
動
が
全
国
【
せ

い
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
鉄
で

も
こ
の
運
動
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
踏
切

り
の
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
踏
町
り
事
故
は
、
九
〇
暫
が

通
行
者
の
注
意
で
防
げ
ま
す
。

　
踏
切
で
は
一
．
旦
停
止
し
て

「
必
ず
左
右
を
確
認
す
る
」
こ

の
ち
ょ
っ
と
し
た
動
作
で
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
防
げ
る
の
で
す
。

　
年
々
自
動
車
の
発
達
は
め
ざ

ま
し
く
農
村
や
漁
村
ま
で
普
及

し
、
交
通
量
も
増
し
て
き
ま
し

た
。　

踏
切
で
の
事
故
は
【
般
の
交

通
事
故
と
は
違
っ
て
件
数
に
お

い
て
は
さ
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
死
傷
者
の
数
は
十
倍
以

上
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
．

、

冨
」
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

す
で
に
、
日
向
市
内
で
も
昭
和
四
十
年

以
降
踏
切
事
故
が
次
の
よ
う
に
発
生
し

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
発
生
件
数
　
十
七
件
　
　
　
．

函
踏
纒
た
鑑
も

注意すれば
90パーセントは防げる

ま
た
事
故
の
た
め
列
車
が
停
止
し
ま
す

と
旅
行
中
の
お
客
さ
ん
は
相
当
の
被
害

を
う
け
ま
す
。

さ
る
三
月
【
日
に
は
市
内
赤
岩
踏
切
で

乗
用
車
が
列
車
と
衝
突
事
故
を
起
こ
し

こ
と
を
よ
く
守
り
事
故
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

V
ま
ず
一
旦
停
止
し
、
必
ず
左

・
右
を
確
認
し
て
わ
た
り
ま
し

　
よ
う
。

V
安
全
設
備
の
あ
る
踏
切
り
を

　
わ
た
り
ま
し
ょ
う
（
警
報
機

　
が
鳴
っ
て
い
る
時
は
無
理
せ

　
ず
列
車
通
過
を
ま
．
ち
ま
し
ょ

　
う
）

Ψ
踏
切
で
自
動
車
が
動
け
な
く

　
な
っ
た
と
き
は
、
あ
わ
て
ず

職生

列
車
を
と
め
る
手
配
を
し
ま
し
よ
う
。

　
列
車
を
と
め
る
に
は
信
号
煙
管
（
発

煙
筒
）
，
が
最
も
効
果
的
で
す
。
発
煙
筒

は
最
寄
り
の
駅
で
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
向
市
駅
）

　
　
・

い
ま
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
…

あ
た
た
か
い
は
げ
ま
し
の
手
紙
を

こ
と
し
も
、
日
向
を
離
れ
て
多
く
の
卒

業
生
が
県
外
へ
就
職
し
て
行
き
ま
し
た

　
あ
た
た
か
い
家
庭
に
育
ち
、
お
お
ぜ

い
の
親
し
い
友
達
と
別
れ
て
、
都
会
で

は
じ
め
て
働
き
生
活
す
る
青
少
年
に
と
、

っ
て
、
何
よ
り
の
心
の
さ
さ
え
は
、
故

郷
か
ら
の
便
り
で
す
。

　
就
職
者
の
う
ち
約
五
十
響
が
、
三
年

の
間
に
退
職
し
た
り
、
転
職
し
た
り
、

落
伍
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

都
会
の
表
面
的
な
は
な
や
か
さ
、
楽
し

さ
に
あ
ζ
が
れ
、
期
待
し
て
い
た
青
少

年
に
と
っ
て
、
実
社
会
の
き
び
し
さ
は

想
像
以
上
の
も
の
で
し
ょ
う
。

　
都
会
で
は
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

も
地
方
の
よ
う
で
は
な
く
、
職
場
や
寮

で
も
さ
び
し
く
日
向
を
思
い
う
か
べ
て

い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
家
族
か
ら
の
、
そ
し
て
お
友
達
か
ら

の
慰
さ
め
、
励
ま
し
の
手
紙
が
き
び
し

さ
、
さ
び
し
さ
に
た
え
て
働
い
て
い
る

就
職
生
の
大
き
な
心
の
さ
さ
え
に
な
る

の
で
す
。

　
い
ま
が
「
番
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
か
か

る
こ
ろ
…
、
す
ぐ
手
細
を
出
し
て
励
ま

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
番
号
も
忘
れ
ず

に
…
．



署
．
司
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港
。
δ
ぜ

葬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
ね
ず
み
く
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
せ
ん
番
号
・

　
　
　
　
さ
き
に
行
な
い
ま
し
た
ね
ず
み
と
り
運

　
　
　
　
動
の
、
宝
く
じ
当
せ
ん
番
号
が
次
の
と

　
　
　
　
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
お
手
も
と
の
番

　
　
　
　
号
と
み
く
ら
べ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
特
賞
（
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
）
、
四
組
受

　
　
　
　
　
五
五
九
門

　
　
　
　
　
「
等
（
電
気
洗
た
く
機
）
　
八
組
～
二

　
　
　
　
　
三
八
二
、
八
組
～
九
一
二
〇
四

　
　
　
　
二
等
（
電
気
炊
飯
器
）
　
【
組
～
八
八

　
　
　
　
　
○
八
、
二
組
～
九
七
六
八
、
三
組
～
．

　
　
　
　
　
四
三
六
八
、
四
組
～
○
〇
一
．
一
二
、
四

　
　
　
　
　
組
～
七
「
六
七
、
五
組
～
國
八
六
九

　
　
　
　
　
六
組
～
四
七
八
四
、
八
組
～
一
【
九

　
　
　
　
　
一
二
、
十
組
～
三
七
七
三
、
十
二
組
～

　
　
　
　
　
七
四
二
二

　
　
　
　
三
等
（
ポ
ッ
ト
）
　
一
組
～
四
五
六
四

　
　
　
　
　
二
組
～
【
七
二
九
、
二
組
～
二
【
二

　
　
　
　
　
一
、
三
組
～
【
六
九
四
、
四
組
～
O
．

　
　
可
　
　
二
六
〇
．
五
組
～
〇
九
七
三
、
七
組

・
．
朧
㌍
藁
薯
歎
葉

　
　
　
　
四
等
（
噴
霧
機
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
組
共
通
下
三
け

　
協

　
　
　
　
　
た
O
【
五

　
　
ヨ

　
　
第
当
せ
ん
さ
れ
た
方
は
五
月
末
ま
で
に
市

　
　
旧
　
衛
生
課
へ
ど
う
ぞ
。

　
　
煙
　
　
海
外
派
遣
団
員
の
募
集

　
　
靭
．
総
理
府
が
毎
年
行
な
う
青
年
海
外
派
遣

ツ
　
　
3
1

　
　
　
　
団
員
の
【
般
団
員
を
次
の
と
お
り
募
集

　　

A
　
　
　
　
し
て
い
ま
す
。

聡　
　
　
　
　
募
集
の
窓
口
は
、
県
企
画
開
発
部
青

　
　
　
　
少
年
対
策
室
（
宮
崎
市
橘
通
り
東
二
丁

λ
、
　
　
目
十
の
【
、
電
話
二
四
局
の
＝
【
「

「
．
幽
．
ー
ー
オ

番
）
で
す
。

本
県
の
募
集
人
員
は
北
欧
班
「
名
で
す

　
個
人
で
応
募
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず

所
属
機
関
団
体
長
、
ま
た
は
居
住
地
市

町
村
長
の
推
せ
ん
書
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
推
せ
ん
書
の
な
い
も
の
は
受
け
つ

け
ま
せ
ん
。

　
応
募
さ
れ
る
方
は
、
直
接
県
の
募
集

窓
口
へ
四
月
十
五
日
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
し
込
み
書
、
推
せ
ん
書
、

履
歴
書
な
ど
の
用
紙
は
市
役
所
の
総
務

課
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

　
1
1
．
国
民
年
金
保
険
料
阿

　
つ
つ
じ
祭
り
ご
案
内

赤
、
白
、
薄
紫
な
ど
い
う
と
り
ど
り
の

つ
つ
じ
が
咲
き
乱
れ
る
、
日
向
迎
洋
園

の
つ
つ
じ
祭
り
が
、
・
こ
と
し
も
十
「
日

か
ち
開
か
れ
ま
す
。

期
間
中
は
、
沢
山
の
行
事
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
春
の
行
楽
の
【
日
を

つ
つ
じ
園
で
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
十
「
日
（
土
曜
）

　
＊
撮
影
会
午
後
【
時

　
＊
空
手
大
会
午
後
「
時

納
入
方
法
が
か
わ
り
卑
し
た

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
入
は
、
こ
れ

ま
で
直
接
印
紙
を
買
っ
て
い
た
だ
き
、
．

そ
れ
を
年
金
手
帳
に
は
り
つ
け
て
い
ま

し
た
が
、
四
月
か
ら
こ
の
方
法
を
や
め

て
、
市
税
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
「
国
民

年
金
保
険
料
納
入
通
知
書
」
で
納
入
し
・

て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

．
納
入
す
る
場
所
は
、
通
知
書
に
記
入

し
て
あ
る
市
内
の
指
定
金
融
機
関
な
ら

ど
こ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

■
な
お
こ
の
方
，
法
で
、
こ
れ
ま
で
み
な

さ
ん
が
各
自
で
保
管
し
て
い
る
年
金
手

帳
は
、
市
で
「
括
保
管
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
さ
づ
そ
く
市
役
所
年
金

係
、
ま
た
は
各
支
所
、
出
張
所
へ
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
年
金
手
帳
と

引
き
替
え
に
「
保
管
証
」
を
お
渡
し
い

た
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
保
険
料
の
納
入
が
と
ど
こ

お
っ
て
い
る
人
は
早
目
に
完
納
し
て
い

た
だ
き
、
さ
ら
に
四
十
五
年
度
か
ら
は

必
ず
納
期
ま
で
に
納
入
さ
れ
る
よ
う
、

あ
わ
せ
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
企
業
診
断
±
の
試
験
・
「
－
、
牛

工
鉱
業
と
、
商
業
の
二
つ
の
部
門
に
つ

い
て
、
中
小
企
業
診
断
士
の
試
験
が
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
驚

ぎ
の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
直
接
左
記
の
と
こ
ろ

．
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
受
験
資
格
1
1
別
に
問
い
ま
せ
ん
。

＊
試
験
日
1
一
六
月
二
十
九
日
、
一
二
十
日

＊
試
験
場
所
翻
福
岡
市
西
中
活
十
二
街

　
区
二
七
号
福
岡
商
工
会
議
所

＊
受
験
書
類
の
請
求
や
受
付
場
所
閥
東

京
都
中
央
区
銀
座
六
～
十
五
～
一

　
通
産
省
東
銀
座
分
室
本
館
四
階
　
社

団
法
人
中
小
企
業
診
断
協
会
大
阪
支
部

　
な
お
受
験
科
目
な
ど
く
わ
し
い
こ
と

は
市
商
工
水
産
課
へ
。

，
十
二
日
（
日
曜
）

・
＊
剣
道
大
会
　
午
前
十
時

　
＊
舞
踊
、
バ
レ
ー
、
民
謡
大
会

　
　
　
　
　
　
　
午
後
「
時

　
、
十
八
日
（
土
曜
）

　
＊
舞
踏
大
会
　
午
後
「
時

　
十
九
日
（
日
曜
）

　
＊
駅
伝
大
会
　
午
前
十
時

　
＊
の
ど
自
慢
、
柔
道
大
会

　
　
　
　
　
　
　
午
後
「
時

の
ど
自
慢
に
出
場
希
望
さ
れ
る
方
は
、

早
目
に
曲
名
、
氏
名
を
協
賛
会
事
務
局

、
（
五
＝
一
二
番
）
え
。

市
営
住
宅

　
　
　
補
欠
入
居
者
募
集

　
現
在
、
市
内
に
あ
る
既
設
の
市
営
住
．

宅
に
、
空
家
が
で
き
た
場
合
の
入
居
者

を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

＊
募
集
期
間
回
四
月
二
十
日
～
三
十
日

＊
募
集
戸
数
1
1
、
現
在
の
第
「
種
住
宅
に

空
家
が
で
た
場
合
の
補
欠
入
居

＊
申
込
み
場
所
H
市
役
所
総
務
課
。

＊
資
格
三
五
所
得
か
ら
勤
労
所
得
を
控

　
除
し
、
さ
ら
に
扶
養
家
族
一
人
に
つ

　
い
て
三
千
円
を
除
い
た
月
額
収
入
が

　
二
万
四
千
円
か
ら
四
万
円
ま
で
の
人

　
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
。
ま
た

　
同
居
し
て
い
る
か
、
同
居
し
よ
う
と

　
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

と
ど
き
ま
し
た
か
…
（
保
険
証
）

昭
和
四
十
五
年
度
の
国
民
岡
岬
保
険
被

保
険
者
証
を
、
四
月
「
日
付
で
郵
送
し

ま
し
た
が
届
い
た
で
し
ょ
う
か
。

　
も
し
届
か
な
い
方
、
届
い
て
も
次
0

よ
う
な
方
は
ご
め
ん
ど
う
で
も
早
目
に

市
役
所
国
民
健
康
保
険
係
へ
申
し
で
て

く
だ
さ
い
。

○
被
保
険
者
数
及
び
被
保
険
者
証
に
記

・
汰
き
旗
な
事
項
に
あ
や
ま
り
の
あ
る

．
入

○
被
儀
隆
著
で
遠
方
の
学
校
に
入
学
さ

　
れ
る
方
、
ま
た
在
学
さ
れ
て
い
る
方

●

∫．

　
で
特
に
被
保
険
者
証
の
交
付
を
受
け

　
た
い
人
（
入
学
、
在
学
証
明
証
が
必

　
要
で
す
）

○
被
保
険
者
で
旅
行
、
そ
の
他
の
理
由

　
で
一
時
市
外
に
転
出
さ
れ
る
方
、
ま

　
た
転
出
さ
れ
て
い
る
方
で
、
特
に
被

　
保
険
者
証
の
交
付
を
受
け
た
い
人

　
（
こ
の
際
印
か
ん
、
被
保
険
者
証
を

　
．
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

こ
ん
ど
お
廣
け
し
ま
し
た
被
保
険
者
証

は
二
年
暦
．
（
四
十
七
年
三
月
ま
で
）
使
．

魅
し
ま
す
。
破
損
し
な
い
よ
う
大
切
に

　
保
管
し
で
く
だ
さ
い
。

　
　
ぜ

辱

」

奥
さ
ん
い
っ
し
ょ
に

、

　
　
　
　
勉
強
し
ま
せ
ん
か

市
教
育
委
員
会
で
は
、
い
ま
生
活
学
校
・

の
学
級
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
主
婦

の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。
月
「
回
の
定
例
学
習
と
、
【
回
の

打
合
わ
せ
会
に
出
席
で
き
、
来
年
三
月

ま
で
学
習
会
に
参
加
で
き
る
方
、
と
い

う
の
が
唯
【
の
条
件
で
す
。

　
こ
の
生
活
学
校
は
、
主
婦
の
消
費
生

活
に
関
す
る
学
習
と
、
運
動
を
行
な
う

集
り
で
す
鴇

　
色
素
や
添
加
物
で
危
険
な
食
品
、
洗

う
と
す
ぐ
痛
ん
で
し
ま
う
粗
悪
な
商
品

誇
大
広
告
や
不
当
に
高
い
商
品
、
そ
う

し
た
も
の
の
知
識
を
得
る
と
と
も
に
、

そ
の
よ
う
な
商
品
に
対
す
る
不
満
や
疑

問
点
を
専
門
家
（
メ
ー
カ
ー
や
業
者
、

行
政
機
関
、
監
督
署
）
な
ど
と
い
っ
し

ょ
に
な
っ
て
話
し
合
い
な
が
ら
解
決
し

て
行
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
澄

　
募
集
人
員
は
六
十
人
で
、
定
員
に
な

り
次
第
し
め
切
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
四
月
二
十
日
ま
で

に
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
市
内

本
町
引
田
五
　
電
話
二
「
＝
）
ま
で

ハ
ガ
キ
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。懸人ロー・㎜・

i（、月1日囎
1　　　　　　　　　　　　，

牌郷雛…
女
運
蹴
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